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回
》 

令
和
七
年
一
月
の
作
品 

 
〈
一
月
十
日
（
金
） 

於
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
D
〉 

 

冬
満
月
靴
音
響
く
裏
通
り 

（
隆
治
） 

能
登
復
興
の
槌
音
響
け
冬
銀
河 

（
孝
昭
） 

一
抹
の
寂
し
さ
賀
状
じ
ま
ひ
か
な 

（
貴
美
） 

碑
い
し
ぶ
み

と
な
り
し
母
校
に
初
茜

は
つ
あ
か
ね 

 

（
前
歩
） 

初
富
士
や
傘
寿
の
我
の
気
も
き
り
り 

（
奉
男
） 

ま
づ
筆
で
目
玉
を
一
つ
福
達
磨 

（
一
江
） 

極
月
や
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
の
石
仏 
（
芙
紗
） 

八
十
の
齢
迎
へ
て
初
日
の
出 

（
正
雄
） 

初
春
や
陛
下
を
仰
ぐ
旗
の
波 

（
正
佳
） 

懐
か
し
き
物
の
一
つ
に
置
炬
燵 

（
平
六
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


